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2222 カ年カ年カ年カ年経営経営経営経営計画（計画（計画（計画（2012012012012222～～～～2013201320132013 年度）年度）年度）年度）    

    

 

ⅠⅠⅠⅠ．アルコール事業．アルコール事業．アルコール事業．アルコール事業    

 『更なる品質の向上の追求と製造コストの低減化を図る努力を推し進め、安全で安心な 

商品の安定供給に努める。』 

 

１.品質の向上 

 （１）持続的・選択的な品質向上の実現 

（２）官能評価のシステム化 

（３）おいたち管理、Qibix 専用ロジスティックスなどのグループ品質管理の徹底 

  

２．原料調達の安定化 

（１）海外に原料ストック拠点を設け、一層の安定的な原料調達を実現 

（２）年間契約とスポット契約の組み合わせによる低廉・安定調達の継続 

 

３.供給コストの低減 

各工場における原単位の向上を図りつつ、サプライチェーン最適化の観点から持ち

届けコストの削減を推進する 

  

Ⅱ．関連Ⅱ．関連Ⅱ．関連Ⅱ．関連事業事業事業事業    

    『集中的に経営資源を投入し、事業の拡大、全社収益の増加を牽引する。』 

    

１．設備投資の円滑な実施 

   アルコール製品の備蓄倉庫を整備し、事業基盤を確立する 

   

２．アルコール製品 

（１）手指消毒剤キビキビをコア商品と位置づけ、企業向け備蓄保管の展開と回収消毒 

剤処理事業をも確立する 

 （２）フレキシブルな生産体制の確立と製造コストの低減を図る 

  

３．発酵製品 

 （１）既存市場における販売の拡大 

 （２）国内全域及び海外展開を見据えた新規ルートの開拓 

  

４．土壌改良資材 

 臭化メチルに代わる環境負荷の低い土壌還元消毒資材（エコロジアール）の販売 

 

５．不動産事業 

  保有する資源を有効に活用した安定収益の確保と遊休資産の売却 



 

Ⅲ．技術力の強化Ⅲ．技術力の強化Ⅲ．技術力の強化Ⅲ．技術力の強化 

 

新たに技術担当役員を置き、組織的・計画的にグループ技術力の強化を推進する。 

 

    

ⅣⅣⅣⅣ．人材力の向上．人材力の向上．人材力の向上．人材力の向上    

    

１． 改革活動への参加を通じ、積極的な社員意識の涵養 

２． 技術検討会等を通じた技術力の向上 

３． グループの計画的教育・訓練・研修への積極的参加 

４． 技術系社員の長期計画的採用・研修 

    

    

Ⅴ．東日本大震災による被災設備の復旧Ⅴ．東日本大震災による被災設備の復旧Ⅴ．東日本大震災による被災設備の復旧Ⅴ．東日本大震災による被災設備の復旧    

 

鹿島工場（総額 1,105 百万円）の復旧 

① 設備状況を見極め、安定供給に支障を来たさぬよう計画的に進める。 

② 工期が長期に亘るため、製品在庫、製造作業との兼ね合いを図り実施する。 

    

    

ⅥⅥⅥⅥ．全社数値目標．全社数値目標．全社数値目標．全社数値目標    

    

 （営業利益等の 2013 年度目標） 

 全社 

営業利益目標 ３億円以上 

その他 自己資本２８０億円以上 

 ※完全民営化を念頭に置き、今次計画期間末までに上場企業並みの収益力及び 

資本力を築き上げ、次期計画期間内における配当開始を目指す 

 

 

注意事項 

本資料に記載されている当社の業績見通し、経営目標などのうち、歴史的事実でないものは、将来に関す

る見通しであり、これらは、現在入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づいて作成しており

ます。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、為替レートなど、潜在的リスクや不確実性がある

ものを含んでおります。 

従いまして、実際の業績は、これらの重要な要素の変動により、業績見通しとは大きく異なる結果となり

得ることを、ご承知おきください。 


